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J o e t s u  U n i v e r s i t y  o f  E d u c a t i o N

教育者としての「使命感」・「人間愛」・「創造力」を有する教員の養成を目指す

学園だより

更なる飛躍にむけて
上越教育大学創立40周年記念式典挙行
記念講演会及び記念祝賀会の開催

特 集



桃
山
時
代
の
黒
織
部
茶
碗
や
奥
高
麗
な
ど
、
普
段
は

ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
の
向
こ
う
側
に
あ
る
作
品
を
手
に
取

る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
工
芸

の
魅
力
は
鑑
賞
す
る
だ
け
で
は
な
く
使
う
楽
し
み
も

あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本

で
は
工
芸
が
芸
術
の
一
分
野
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
日
本
の
文
化

と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

陶
芸
に
は
様
々
な
工
程
が
あ
り
ま
す
が
、
一
番
の

楽
し
み
は
窯
出
し
だ
と
思
い
ま
す
。
思
い
通
り
に
な

ら
な
い
こ
と
の
方
が
多
い
で
す
が
、
そ
の
中
で
成
功

し
て
い
た
り
、
意
外
な
発
見
が
あ
っ
た
り
す
る
こ
と

が
次
の
制
作
へ
の
原
動
力
に
な
り
ま
す
。そ
れ
か
ら
、

陶
芸
で
大
切
な
の
は
粘
土
の
特
性
を
理
解
す
る
こ
と

で
す
。
粘
土
に
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
る
の
で
、
成

形
方
法
に
も
影
響
が
出
て
き
ま
す
。
そ
れ
を
知
る
に

は
経
験
を
積
む
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
授
業
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
内
で
は
、
ど
う
し
て
も
時
間
が
限
ら
れ
て

し
ま
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
授
業
時
間
外

で
も
気
軽
に
訪
ね
て
来
て
く
だ
さ
い
。
で
き
る
限
り

対
応
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

  

　

陶
磁
器
に
お
け
る
染
付
技
法
を
中
心
に
作
品
制
作
を

行
っ
て
い
ま
す
。
染
付
と
は
、
白
磁
に
コ
バ
ル
ト
顔
料

で
文
様
を
描
く
こ
と
で
、
中
国
の
景
徳
鎮
で
始
ま
り
世

界
中
に
伝
わ
っ
た
技
法
で
、
日
本
で
も
愛
さ
れ
続
け
て

い
る
陶
磁
器
の
一
つ
で
す
。
私
は
韓
国
出
身
で
、
地
元

の
大
学
で
陶
芸
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
日
本
に
留
学

し
て
大
学
院
に
進
学
し
ま
し
た
。
韓
国
も
陶
芸
は
盛
ん

で
し
た
が
、
大
学
の
教
育
で
は
オ
ブ
ジ
ェ
が
主
流
で
し

た
。
陶
芸
家
で
あ
る
叔
父
の
勧
め
も
あ
り
、
日
本
の
伝

統
工
芸
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
私
が
進
学
し
た
愛
知

県
立
芸
術
大
学
で
は
染
付
の
教
育
が
盛
ん
で
、
在
学
中

は
陶
芸
の
基
本
と
な
る
器
を
中
心
に
制
作
し
ま
し
た
。

大
き
な
皿
や
壷
、
小
さ
な
急
須
や
湯
呑
な
ど
、
様
々
な

も
の
を
作
り
ま
し
た
。
伝
統
的
な
技
法
の
中
に
も
、
新

し
い
発
見
が
あ
る
陶
磁
器
制
作
に
夢
中
に
な
っ
て
励
み

ま
し
た
。

　

先
日
、
柏
崎
市
に
あ
る
木
村
茶
道
美
術
館
で
茶
席
体

験
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
美
術
館
で

は
、収
蔵
作
品
で
お
茶
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
へ

研
究
室

welcome！

研
究
室
へよ

う
こ
そ

出
身
地
は
韓
国
・
大
邱
市
。愛
知
県
立
芸
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
博
士
後
期
課
程
美
術
専
攻
修
了（
博
士（
美
術
））。

大
学
院
を
修
了
後
、愛
知
県
立
芸
術
大
学
で
美
術
学
部
の
非
常
勤
講
師
、教
育
研
究
指
導
員
。２
０
１
８
年
１
月
か
ら
現

職
。専
門
は
工
芸（
陶
芸
）。東
海
伝
統
工
芸
展
に
て
Ｎ
H
Ｋ
名
古
屋
放
送
局
長
賞
、名
古
屋
市
教
育
委
員
会
賞
受
賞
、日
本

陶
芸
展
、陶
美
展
、日
本
伝
統
工
芸
展
、菊
池
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
入
選
。

兪　

期
天 

（
ゆ  

き
ち
ょ
ん
）　

学
校
教
育
研
究
科
芸
術
系
教
育
実
践
コ
ー
ス
　
助
教

新しい発見がある伝統的な技法の中にも

　私は小学生の頃から「先生になる」という夢があり、高校の担任から
ぴったりの大学があると薦められて上教大を受験することを決意しまし
た。入学してからは「さすが、先生になりたい人のための大学 ! !」と
思うことばかりでした。

教育大学ならではの教育実習
　上教大を語る上で欠かせない魅力の 1つに教育実習が挙げられます。
私は、小学校実習と中学校実習を経験しました。特に小学校実習は私に
とって夢をかなえるための大きな一歩となりました。上教大の教育実
習は、1 年次から 4 年次まで体系的に編成されています。3 年次の初等
教育実習は、5 月に観察実習を行った後、教材研究の期間を経て 9 月
に本実習を行います。初めての長期間の実習で不安だらけでしたが、教
材研究の期間がしっかりと設けられているため、丁寧に授業を考えた上
で本実習に臨むことができました。最初の 1 週間で学校の生活に慣れ、
残りの 3 週間で実際に教壇に立ち授業をしました。至らない部分があっ
たかと思いますが、大満足の教育実習を経験することができました。

就職支援の充実
　私は 4 年次の夏に教員採用試験を受験しました。3 年次の10月に受験
勉強を始めましたが、何をしていいのか、どんな受験科目があるのか全
く分からないままスタートしました。そんな中、私の支えとなり力を貸
してくれたのがプレイスメントプラザです。ここでは、自分一人ではで
きない受験対策をコーディネーターの先生に教わりながら行いました。
10 月に通い始め、受験が終わる 8 月まで毎週通い面接や論作文を特訓
してもらったおかげで、本番では力を出し切ることができました。

　今年の春からは教員として子どもたちの前に立つこととなります。こ
こに書き記したこと以外にも、大学生活ではたくさんの人と出会い、た
くさんの人の力を借りて夢をかなえるために自分を成長させることがで
きました。この 4 年間、上越で身に付けた力をもとに春から多くのこと
に挑戦していきたいと思います。

サイ
コー
！！

サイ
コー
！！

サイ
コー
！！

サイ
コー
！！

サイコ
ー！！

サイコ
ー！！

サイ
コー
!!

サイ
コー
!! サイ

コー
!!

サイ
コー
!!

子ども
たちと

一緒に

絵の具
を使っ

たら、

世界に
一つの

宝物

ができ
ました。

工
芸
の
魅
力

陶
磁
器
制
作

学部 4 年
生活・健康系コース（家庭）

小
こ ば や し

林 瑞
み ず

姫
き

 さん
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夢に向かって走り続けた4年間



最優秀賞

 氏名等（敬称略） 主題及び副題

河野辺 貴則 参加型人権学習「ランキング」における学習者の認識形成過程に関する
実践研究

該当者なし

優 秀 賞

奨 励 賞

（東京都調布市立富士見台小学校 主任教諭）

西井 孝明 特別支援学校における支援体制の強靱化に向けた取り組み 
～特別支援教育コーディネーターを中心とした「チーム稲葉」の実践～（三重県立稲葉特別支援学校 主幹教諭）

楠井 晴子 自己の内面を表現する意欲と生きる力を育成する思春期の子どもの生活を
基盤とする「生活のうた」づくり実践　～日本の伝統音楽の要素を用いて～（大阪府東大阪市立孔舎衙小学校 教諭）

更
な
る
飛
躍
に
む
け
て

上
越
教
育
大
学
創
立
40
周
年
記
念
式
典
挙
行
　
記
念
講
演
会
及
び
記
念
祝
賀
会
の
開
催

第
11
回
辰た

つ

野の

千ち

壽と

し

教
育
賞
受
賞
者
を
表
彰

上
越
教
育
大
学

創
立
40
周
年

記
念
式
典
を
挙
行

更なる飛躍にむけて
特 集

創
立
40
周
年
記
念
講
演
会

創
立
40
周
年
記
念
木
彫

　

平
成
30
年
10
月
6
日（
土
）に
創
立
40

周
年
記
念
式
典
を
本
学
講
堂
で
挙
行
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局

国
立
大
学
法
人
支
援
課
長 

淵
上 

孝
氏

を
は
じ
め
、
３
０
０
人
を
超
え
る
教
育

関
係
者
、
本
学
関
係
者
に
ご
臨
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

式
辞
で
は
川
崎
直
哉
学
長
が
、
創
立

40
周
年
を
契
機
と
し
、
更
な
る
飛
躍
に

向
け
た
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
文
部
科
学
大
臣
、
新
潟
県
知

事
、
地
元
上
越
市
長
か
ら
、
ご
祝
辞
を

賜
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
学
が
主
催

す
る
辰
野
千
壽
教
育
賞
の
表
彰
が
行
わ

れ
、
今
回
が
第
11
回
と
な
る
同
教
育
賞

に
は
、
全
国
の
公
立
学
校
教
員
等
か
ら

応
募
が
あ
り
、
優
秀
賞
2
人
、
奨
励
賞

1
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

創
立
40
周
年
記
念
講
演
会
と
し
て
、
国
立
情

報
学
研
究
所
社
会
共
有
知
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・

教
授
な
ど
を
勤
め
ら
れ
て
い
る
新
井
紀
子
氏
に

よ
る
御
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
井
氏
は
、

数
理
論
理
学
を
専
門
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
講

演
の
演
題
は
、「
Ａ
Ｉ
が
大
学
入
試
を
突
破
す

る
時
代
の
社
会
変
化
」
で
し
た
。
Ａ
Ｉ
の
技
術

を
活
用
し
東
京
大
学
に
合
格
す
る
力
を
目
指
し

た
「
東
ロ
ボ
く
ん
」
の
“
学
習
”
を
す
る
仕
組

み
や
、
人
と
Ａ
Ｉ
と
の
差
別
化
を
図
る
こ
と
に

つ
い
て
お
話
さ
れ
ま
し
た
。新
井
氏
に
よ
る
と
、

「
Ａ
Ｉ
は
数
字
で
数
式
に
お
き
か
え
る
こ
と
が

で
き
る
論
理
的
、
確
率
的
、
統
計
的
に
言
え
る

事
に
は
対
応
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
意
味
を
認

識
す
る
こ
と
は
苦
手
で
す
。
よ
っ
て
、
人
間
が

Ａ
Ｉ
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
に
は
、
文
章
の

中
の
語
句
や
文
脈
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
読

解
力
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の

よ
う
な
読
解
力
が
不
足
し
教
科
書
が
読
め
な
い

子
ど
も
た
ち
が
存
在
し
ま
す
。」
新
井
氏
は
、

来
る
べ
き
社
会
に
向
け
て
子
ど
も
た
ち
が
読
解

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
教
育

が
大
切
で
あ
る
と
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
10
月
６
日
（
土
）
に
本
学
講
堂
で

挙
行
さ
れ
た
上
越
教
育
大
学
創
立
40
周
年
記

念
式
典
に
お
い
て
、
本
年
度
で
第
11
回
と
な
る

辰
野
千
壽
教
育
賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
各
受
賞

者
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
、
副
賞
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

辰
野
千
壽
教
育
賞
は
、
初
代
学
長
で
あ
る
故

辰
野
千
壽
先
生
の
長
年
に
わ
た
る
教
育
・
研
究

業
績
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
我
が
国
の
教
育
に

多
大
な
影
響
を
与
え
る
優
れ
た
教
育
・
研
究
の

振
興
に
貢
献
す
る
た
め
、
平
成
20
年
度
に
上
越

教
育
大
学
創
立
30
周
年
を
記
念
し
、
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
本
教
育
賞
は
、
初
等
中
等
教
育
諸
学

校
等
（
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教

育
学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
、
特
別

支
援
学
校
及
び
保
育
所
等
）
の
教
育
現
場
に
お

け
る
特
色
あ
る
実
践
研
究
及
び
先
進
的
取
組

を
讃
え
、
更
な
る
発
展
に
向
け
積
極
的
に
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
創
立
40
周
年
を
記
念
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
に
加
え
て
、
将
来

性
に
優
れ
た
若
手
教
員
等
を
表
彰
す
る
た
め

奨
励
賞
が
新
た
に
設
け
ら
れ
、
募
集
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
全
国
の
公
立
学
校
教
員
等
か
ら
応
募

が
あ
り
、
学
外
の
有
識
者
を
含
む
辰
野
千
壽
教

育
賞
選
考
会
議
に
お
い
て
選
考
を
行
い
、
優
秀

賞
２
人
、
奨
励
賞
１
人
の
受
賞
者
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

記
念
式
典
に
先
立
ち
、
40
周
年
記
念
と
し
て

峯
田
敏
郎
氏
（
本
学
名
誉
教
授
）
制
作
に
よ
る

木
彫
作
品
「
記
念
撮
影—

 

Ｊ
40
防
波
堤
・
西

風
の
中
で —

」
の
除
幕
式
が
講
堂
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

川
崎
学
長
の
挨
拶
と
峯
田
敏
郎
氏
の
簡
単

な
紹
介
の
後
、
川
崎
学
長
・
峯
田
敏
郎
氏
・
学

部
生
代
表
松
川
雄
哉
さ
ん
・
院
生
代
表
瀧
本
真

央
さ
ん
の
４
人
に
よ
り
、
除
幕
が
行
わ
れ
、
作

品
が
そ
の
姿
を
現
し
ま
し
た
。
風
の
中
で
防
波

堤
に
立
っ
て
い
る
女
性
の
姿
は
峯
田
先
生
の

思
い
を
表
し
、
そ
れ
は
、
今
後
ど
ん
な
嵐
が
来

よ
う
と
も
、
上
越
教
育
大
学
と
し
て
教
育
の
本

質
を
見
据
え
、
毅
然
と
し
て
進
ん
で
い
っ
て
欲

し
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。
作
品
の
中
に
、
上

越
教
育
大
学
の
Ｊ
と
40
周
年
の
40
も
描
か
れ

て
お
り
、
意
味
あ
る
記
念
作
品
の
設
置
と
な
り

ま
し
た
。

左 3 人目から川崎直哉学長、受賞者の河野辺貴則さん、楠井晴子
さん、西井孝明さん、新井郁男辰野千壽教育賞選考会議議長

各受賞者への表彰状授与
河野辺さん（左）、楠井さん（右
上）、西井さん（右下）

村山秀幸上越市長 祝辞

エネルギッシュに語る新井紀子氏 木彫除幕式の様子

川崎直哉上越教育大学長 式辞
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創
立
40
周
年
記
念
美
術
展
覧
会

創
立
40
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

創
立
40
周
年
記
念
祝
賀
会

更なる飛躍にむけて

　

平
成
30
年
10
月
7
日
（
日
）
本
学
講
堂
で
、

創
立
40
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
芸
術
系
教
育
実
践
コ
ー

ス
（
音
楽
）
の
実
技
を
担
当
す
る
教
員
、
及
び

大
学
院
２
、
3
年
の
声
楽
研
究
セ
ミ
ナ
ー
、
器

楽
研
究
セ
ミ
ナ
ー
に
所
属
す
る
大
学
院
生
が
出

演
し
ま
し
た
。
主
な
演
目
と
し
て
、
阿
部
亮
太

郎
教
授
に
よ
る
創
立
40
周
年
を
記
念
し
た
新
作

《
大
学
祝
典
序
曲
“
臨
床
の
水
脈
”》
と
、
長

谷
川
正
規
准
教
授
に
よ
る
テ
ュ
ー
バ
独
奏
で
、

布
施
美
穂
氏
（
本
学
非
常
勤
講
師
）
作
曲
の

《
テ
ュ
ー
バ
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
４
つ
の
小
品
》

が
初
演
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
上
野
正
人
教
授

に
よ
る
バ
リ
ト
ン
独
唱
で
は
後
藤
丹
本
学
名
誉

教
授
の
歌
曲
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
他
に
は
、
大

学
院
生
の
李
泉
さ
ん
、
田
部
栞
さ
ん
、
吉
福
拓

紀
さ
ん
に
よ
る
独
唱
と
二
重
唱
、
栁
澤
大
希
さ

ん
に
よ
る
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
独
奏
、
石
井
宥
輔
さ

ん
の
独
奏
に
よ
る
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
（
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
パ
ー
ト
ピ
ア
ノ
・
平
野
俊
介
教
授
）
が
演

奏
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
10
月
6
日
（
土
）、
７
日
（
日
）
に

本
学
講
堂
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
、
創
立
40
周
年
記

念
美
術
展
覧
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

美
術
展
覧
会
に
は
、
芸
術
系
教
育
実
践
コ
ー

ス（
美
術
）
の
美
術
教
育
、
絵
画
、
彫
刻
、
デ

ザ
イ
ン
、
工
芸
を
専
門
と
す
る
7
名
の
教
員
の

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
美
術
教
育
で
は
、

阿
部
靖
子
教
授
の
木
を
素
材
と
し
た
「
ハ
ッ
ケ

ヨ
イ
!!
」
と
、
五
十
嵐
史
帆
准
教
授
の
造
形
作

品
「Ring –Grain

」
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
絵

画
で
は
、
洞
谷
亜
里
佐
教
授
の
日
本
画
「
日
本

海
」、「
歴
」
と
伊
藤
将
和
准
教
授
の
油
彩
画
「
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
の
器
須
弥
山
２
０
１
５
」
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。
彫
刻
で
は
松
尾
大
介
准
教
授

の
ブ
ロ
ン
ズ
と
木
を
組
み
合
わ
せ
た
「
太
古

の
宇
宙
船75882 –0

」
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
で
は
安
部
泰
准
教
授
の
ポ
ス
タ
ー
と

原
画
そ
れ
ぞ
れ
3
点
の
作
品
と
上
越
教
育
大
学

ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
が
出
品
さ
れ
、
工
芸
で
は
兪
期

天
助
教
の
「
白
磁
鉢
」
と
染
付
技
法
に
よ
る
「
蓮

文
壺
」
の
陶
芸
作
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

●
参
加
者
数

　

修
了
生
56
名　

在
学
生
96
名　

　

教
員
23
名　

旧
教
員
4
名　

　

計
１
７
９
名

平
成
30
年
10
月
7
日（
日
）開
催

会
場　

上
越
教
育
大
学

主
催　

上
越
教
育
大
学

　
　
　

教
育
実
践
高
度
化
研
究
会

　

平
成
30
年
10
月
６
日
（
土
）
17
時
30
分
よ
り
、

デ
ュ
オ
・
セ
レ
ッ
ソ
（
上
越
市
西
城
町
）
に
お

い
て
、
創
立
40
周
年
記
念
祝
賀
会
が
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

地
元
の
国
会
、
県
議
会
、
市
議
会
議
員
の

方
々
を
始
め
、
関
係
大
学
の
学
長
、
ま
た
県
内

の
小
・
中
・
高
の
校
長
、
振
興
協
力
会
の
会
員

の
皆
様
、
そ
し
て
、
本
学
関
係
の
教
職
員
な
ど
、

約
２
１
０
名
の
出
席
に
よ
る
心
温
ま
る
祝
賀
会

と
な
り
ま
し
た
。
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
新
し
い
出
会
い
や
、
久
し
振
り
の
再
会
を

喜
び
な
が
ら
、
40
年
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
さ

ら
に
本
学
の
今
後
を
語
り
合
う
よ
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

上
越
市
民
の
大
誘
致
運
動
の
成
果
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
た
上
越
教
育
大
学
で
す
。
市
民
と
共

に
40
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
た
い
と
考
え
、
特

別
セ
ミ
ナ
ー
と
映
写
会
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
の
教
材
教
具
、
教
育

文
化
資
料
の
展
示
や
ス
ヌ
ー
ズ
レ
ン
ル
ー
ム
の

公
開
も
行
い
ま
し
た
。

　

記
念
の
特
別
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
寺
田
喜
男
元

特
任
教
授
か
ら
「
上
越
地
域
の
教
育
風
土
を
育

ん
で
き
た
も
の
」、光
永
伸
一
郎
教
授
か
ら
「
発

酵
の
ま
ち
上
越
」
の
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
か
ら
は
、「
私
た
ち

が
何
を
継
承
し
、
ど
こ
へ
向
か
っ
て
い
け
ば
い

い
の
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。」「
教

育
と
は
違
う
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
場
所
で
発
見
と
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。
今

日
は
来
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
セ

ン
タ
ー
の
中
も
ゆ
っ
く
り
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。」
と
い
う
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昭和から平成の教育展
創立40周年記念企画

公開したスヌーズレンルーム 

各学校の研究紀要や閉校記念誌の展示 

様々な PC を含む視聴覚機器の展示 

講堂ステージでの記念コンサート

講堂エントランスでの記念美術展覧会

会
場　

学
校
教
育
実
践
研
究
セ
ン
タ
ー

主
催　

上
越
教
育
大
学

　
　
　

学
校
教
育
実
践
研
究
セ
ン
タ
ー

後
援　

上
越
教
育
大
学
振
興
協
力
会

平成30年10月6日（土）開催

　大学内の POTATOでは、関連企画
展示として「国際交流展覧会 2018 
A3プロジェクト」選抜展示が行われ、
北京清華大学（中国）、清華大学（台
湾）、カレル大学（チェコ）、内蒙古民
族大学（中国）、 西北師範大学（中国）
と本学の 6 大学に在籍する教員と学生
の作品が展示されました。

上
越
教
育
大
学
教
職
大
学
院
創
立
10
周
年
記
念

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
８　

つ
な
が
り
合
い
　
学
び
続
け
る
　—

 

理
論
と
実
践
の
融
合
を
求
め
て —

　

全
国
に
先
駆
け
て
設
立
し
た
上
越
教
育
大

学
教
職
大
学
院
は
創
立
10
周
年
の
節
目
の
年

を
迎
え
ま
し
た
。
修
了
生
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
主
な
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
き
た

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
（
２
０
１
７
年
よ
り

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
と
改
名
）
は
、
9

回
目
。
修
了
生
、
在
学
生
、
教
員
が
集
い
、
語

り
合
う
懐
か
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
と
と

も
に
、
理
論
と
実
践
の
融
合
を
め
ざ
し
て
、
教

育
現
場
と
の
協
働
的
な
実
践
・
研
究
を
展
開
し

て
き
た
こ
の
10
年
の
足
跡
を
振
り
返
り
ま
し

た
。
ま
た
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
教
育
研
究
の
質

の
向
上
に
向
け
た
新
し
い
視
点
を
探
り
、
新
し

い
明
日
に
向
け
て
再
び
歩
み
出
す
力
を
得
る

会
と
な
り
ま
し
た
。

テーマ「学校改革の方向性を考える」
藤田 武志教授（日本女子大学）
※教職大学院創立時に本学在任

創立10周年
フォトギャラリー

「10年の歩み」展

創立10周年記念講演

　 修了生発表
テーマ

「教育現場の今、そして教職大学院での学び
をどう生かしているか」
高橋 瑞人さん（平成 24 年度修了）・
石山 崇さん（平成 29 年度修了）

　 ホームカミングタイム
入学年度ごとに近況報告や情報交換を行いました。

懐かしいゼミの修了生仲間、現在の
ゼミ生、教員が集い、修了生の話題提
供あり、議論あり、フリートークあり
の楽しいカフェタイム。修了生は学校現場でどの
ように学びを生かしているのか、学校支援プロジェ
クトや個別の課題研究をどのように進めていくべ
きか、熱い議論が交わされました。

ゼミカフェ

主なできごとやメン
バーの写真を中心に
10年の歴史を回顧し
ました。

全体会の開会式

盛大に催された祝賀会の様子
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上教大生のひろば学生がつくる

甘さ控えめのため、お好みでシロップを
かけるとおいしいです! 時間のない朝に
ぴったり！

パパっと5分レシピ
(なんちゃって)

フレンチトースト

パパっと5分レシピ
(なんちゃって)

フレンチトースト

とても良い雰囲気で読書や勉強などにも
ぴったりです! コンセント完備で、快適な空
間のため、私たちもよく利用しています☺
期間限定メニューが多いため、いつ来ても
新しいメニューが楽しめます！

とても良い雰囲気で読書や勉強などにも
ぴったりです! コンセント完備で、快適な空
間のため、私たちもよく利用しています☺
期間限定メニューが多いため、いつ来ても
新しいメニューが楽しめます！

▼

① ミルキーフラットホワイト tall　500円（税込）
② ハニーミルクラテ tall　460円（税込）
③ 黒糖きなこ抹茶ラテ（販売終了）
　 tall　550円（税込）
　 タピオカトッピング　＋100円（税込）

▼

① ミルキーフラットホワイト tall　500円（税込）
② ハニーミルクラテ tall　460円（税込）
③ 黒糖きなこ抹茶ラテ（販売終了）
　 tall　550円（税込）
　 タピオカトッピング　＋100円（税込）

タリーズコーヒー
高田西店

タリーズコーヒー
高田西店

たくさんの種類があり迷いま
した! 期間限定のものもあり、
季節ごとにも楽しめます! 濃
厚で上品な味わいです。

たくさんの種類があり迷いま
した! 期間限定のものもあり、
季節ごとにも楽しめます! 濃
厚で上品な味わいです。

ソフトドリンクバー付きなので何時間でも
いれそうです！(笑)
なんと！アイスクリームもあります！

レ・ドゥーレ・ドゥー

▼ 

プレーンパンケーキ　
シングルサイズ　380円(税抜)

COLT 
DELI & CAFÉ

COLT 
DELI & CAFÉ

① つけ麺　850円（税込）
　 なんと！ 大盛無料！
② 肉みそらーめん(期間限定)
　 980円（税込）
③ 赤こってりラーメン
　 900円（税込） ▼

柔らかくて食べやすいチャー
シューで大満足の一杯です!
上越の数あるラーメン屋さん
の中でも、私たちが自信を
もっておすすめできるラーメン
屋さんのひとつです！

麺屋  しょうじ麺屋  しょうじ

編集後記

自分だけのお気に入りのスペースが作れ
ちゃうのも、一人暮らしのいいところ!!
毎朝の身支度も楽しく!!

▼

100均の金具と電飾で
こんなにオシャレな空間が
つくれちゃいます！

オシャレ
タイム

オシャレ
タイム

「上越で過ごす　
 ステキな休日」

ふたを開けたときの芳醇な香
りがたまりません。ご飯の中
にタレがしみ込んでおり、味
がしっかりありつつも牛肉の
おいしさを存分に感じられま
す。まさにお口の中が大地の
芸術祭！

▼

プレミアム和牛飯
　（限定10食）　1,580円(税込)

熟成肉入り‼ 牛100％ハンバーグ
（限定7食）　1,480円(税込) ▼

切った瞬間・・・肉汁の贅沢な
光景が飛び込んできます。も
はや牛肉のスイーツ！

COLT
aging beef

 & grill 

COLT
aging beef

 & grill 

Happy 
Holida

ys!

坂詰 晶楽 学部3年 臨床心理学コース

越坂 亜美 学部3年 芸術系コース（美術）

荒川 夏子 学部3年 言語系コース（英語）

Wi-Fiとコンセント完備で過ごしや
すさ抜群！ スーパーの中にあるため、
帰りにお買い物もできちゃいます！ ▼

Wi-Fiとコンセント完備で過ごしや
すさ抜群！ スーパーの中にあるため、
帰りにお買い物もできちゃいます！ ▼

をテーマにオススメスポットを
紹介します！

上越での理想的な休日はまさに最高の
1日でした！ 3人で実際に過ごしてみて、
大満足しています！

① ガナッシュ　360円(税別)
② バスクチーズケーキ
　 340円(税別)
③ いちごのブリュレ(期間限定)
　 360円(税別) ▼

① ガナッシュ　360円(税別)
② バスクチーズケーキ
　 340円(税別)
③ いちごのブリュレ(期間限定)
　 360円(税別) ▼

▼

ん～～～！ たまらんなぁ！！

　  わたしたち 上越市上越市

【材　料】
○卵 1～2個　○牛乳 大さじ3　
○砂糖 小さじ2　○食パン 1枚

【つくりかた】
① マグカップに食パン以外の材料を入れて混ぜる。
② 食パンを1口サイズにちぎってひたす。
③ レンジ約3分で完成！
※ レンジで温めの際は、パンが飛び出すことがあるため適宜見ておく。

①①

②②

③③

フレッシュジュース　ブルーベリー ▼

380円(税抜)
フレッシュジュース　ブルーベリー ▼

380円(税抜)

ロイヤルソフトクリーム ▼

オススメ!!
① プレーン　370円(税抜)　
② ココア　380円(税抜)　
③ 抹茶　380円(税抜)

ロイヤルソフトクリーム ▼

オススメ!!
① プレーン　370円(税抜)　
② ココア　380円(税抜)　
③ 抹茶　380円(税抜)

見た目がかわいく、ぽってり♡ 
ミルクが濃厚なのに後味スッ
キリで口の中でとろけます。
コーンの最後までクリームたっ
ぷりです！

The ブルーベリー!! まるでブ
ルーベリーを飲んでいるような
濃厚さ! 果肉入りなんです!!! 
もちろんパンケーキも最高! ふ
わふわ食感がたまりません! 
卵たっぷり幸せたっぷり!  他
にもベリーやキャラメルバナ
ナ、ティラミスがあります！

The ブルーベリー!! まるでブ
ルーベリーを飲んでいるような
濃厚さ! 果肉入りなんです!!! 
もちろんパンケーキも最高! ふ
わふわ食感がたまりません! 
卵たっぷり幸せたっぷり!  他
にもベリーやキャラメルバナ
ナ、ティラミスがあります！

お土産におすすめ! 
私たちお気に入りのステキな
コースター!

お土産におすすめ! 
私たちお気に入りのステキな
コースター!

たくさんのかわいい
動物たちに癒されます!
たくさんのかわいい
動物たちに癒されます!

上越市立水族博物館

うみがたり
上越市立水族博物館

うみがたり

▼

おいしそうな香り！ wakuwaku!!

▼

おいしそうな香り！ wakuwaku!!

アンバサダー！
アンバサダー！

Cafe

Cafe

Life
Life

①①

②②

③③

②②
③③

Restaurant

Restaurant

カラオケまねきねこ
上越木田店

カラオケまねきねこ
上越木田店

Amusem
ent

Amusem
ent

Sweets

▼

① まるで水中の魚たちに
　 なった気分！
② スポットライトで照らされ
　 てキレイ
③ インスタ映えスポット！
　 どこでしょう？？

▼

① まるで水中の魚たちに
　 なった気分！
② スポットライトで照らされ
　 てキレイ
③ インスタ映えスポット！
　 どこでしょう？？

アンバサダー
「大使」を意味する英語の「Ambassador」が
語源。近年は「商品や地域の魅力を楽しみなが
らSNSなどで積極的に発信する人」という意味
でも使用されるようになった。▼ 

AQUAコースター　
1,080円(税込)

▼ 

AQUAコースター　
1,080円(税込)

 ※本誌の企画上のものです。上越市等からの依頼によるものではありません。

①①

①①

②②

③③

①①
②②
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今を生き明日をつくる
　　　子どもが育つ学校

　

２
０
１
８
年
研
究
会
が
11
月
30
日
（
金
）
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
深
緑
の
時
期
か
ら
晩

秋
に
移
動
し
、
一
日
開
催
に
な
る
な
ど
、
大
き
く

刷
新
さ
れ
た
研
究
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
年
次
に
あ
た
る
本
年
度
の
研
究
で
は
、
子
ど

も
が
「
探
究
」
に
お
い
て
教
育
活
動
の
つ
な
が
り

を
つ
く
り
、
よ
り
よ
く
生
き
る
自
分
を
つ
く
る
姿

を
目
指
し
、「『
感
性
』
が
は
た
ら
く
教
育
活
動
の

充
実
」を
副
題
と
し
て
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

音
楽
集
会
、
12
の
活
動
公
開
、
全
体
発
表
、
リ

レ
ー
講
演
会
と
い
う
日
程
の
中
で
、
総
勢
５
９
５

名
も
の
方
に
研
究
会
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
感
性
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い
る
研
究
の
意

味
や
価
値
そ
し
て
課
題
を
講
演
会
講
師
や
多
数
の

参
会
者
か
ら
教
示
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
大
変

有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

上教大 
掲示板

なんで
も

　大規模な教職大学院を有する本学は、教育・研究で得られ
た知見や成果を新潟県上越地域に留めることなく、広く社
会に還元・普及するため、東日本の大学を中心とした国公私
立大学との間で教員養成の高度化に向けた連携・協力体制
を構築すべく、大学間連携協定の締結を進めています。
　本学では、連携協定を締結した国公私立大学（以下「連携
大学」という。）から、教養教育、外国語教育、理工系等様々
な分野における学問的な幅広い知識や深い理解を強みと
する学生を本学の大学院に受け入れ、開放制による多様性
と融合した教員養成の高度化を実現し、他の国立教員養成
大学とは異なる特色を持つ高度専門職業人としての教員
の養成に取り組むこととしています。
　その取り組みを通して、連携大学から受け入れた教職へ
の意欲と適性を有する学生を、教員希望者が減少している
新潟県や東日本の各地に、多様性のある教員として輩出し
ていく役割を担うことで、学校教育に係る全ての教科はも
とより、幼児教育、特別支援教育、臨床心理などを含む教員
養成の拠点大学として、地域や社会に貢献することを目指
しています。

大学間連携による教員養成の
高度化

柴山文部科学大臣に
川崎学長がインタビュー
　2018年10月、第4次安倍内閣の発足により新たに就
任した柴山昌彦文部科学大臣。現在53歳と働きざかり
である大臣は、2019年5月に新時代を迎える日本の教
育をどのような方向に導いていくのか、本学の川崎学
長が2018年12月18日(火)にインタビューしました。
　インタビューでは、現代日本の教育課題、教員定数の
改善、大学と連携した教員研修、複雑化・グローバル化
する社会の中で教員に求められる資質・能力、教職大学
院の履修単位の弾力化など、様々な観点からお話を伺
いました。
　最後に、大臣から、教員を目指す方への応援、激励の
メッセージをいただき、インタビューを終了しました。
　なお、インタビューの詳細については、教職課程

（2019年3月号・協同出版）に掲載されています。（本学
ホームページ「注目情報」でもご覧いただけます。）

文部科学大臣室にて

柴山昌彦大臣（右）と
川崎学長

上 越 教 育 大 学上 越 教 育 大 学

濱田信州大学長（右）と川崎学長
東長岡技術科学大学長（左）と
川崎学長

音楽集会
「ライトダンス！乙」 

講
演
会
講
師

鹿
毛
雅
治
様（
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）

多
田
孝
志
様（
金
沢
学
院
大
学
教
授
）

林　

泰
成
様（
上
越
教
育
大
学
副
学
長
）

テ
ー
マ

「『
感
性
』が
は
た
ら
く
教
育
活
動
に

お
け
る
子
ど
も
と『
材
』と
教
師
」

１－１ 実践国語科
 「やぎさんかるた」 

２－２ 創造活動 
「にぎわい農園」 

３－１ 実践道徳
「よいお客さんについて」 

活
動
公
開
Ⅰ

６－１ 実践社会科 
「近代高田史考」 

４－２ 創造活動 
「里山のしらべ」 

活
動
公
開
Ⅱ

研
究
発
表

リ
レ
ー
講
演
会

協
議
会

ご
寄
附
の
お
申
込
み

〔
振
込
用
紙
に
よ
る
ご
寄
附
〕

　

上
越
教
育
大
学
基
金
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
寄
附
申
込

フ
ォ
ー
ム
」よ
り
、振
込
用
紙
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

〔
現
金
に
よ
る
ご
寄
附
〕

　

現
金
で
の
ご
寄
附
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
手
数
で

す
が
、お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

上
越
教
育
大
学
総
合
交
流
推
進
室

（
上
越
教
育
大
学
企
画
広
報
室
内
）

〒
9
4
3‐8
5
1
2　

上
越
市
山
屋
敷
町
1
番
地 

T
E
L　

0
2
5‐5
2
1‐3
2
9
2　

F
A
X　

0
2
5‐5
2
1‐3
6
2
7　
　

E
-m

ail　

kikin@
juen.ac.jp

　

上
越
教
育
大
学
で
は
、法
人
と
し
て
の
財
政
基
盤
の

強
化
を
図
り
、本
学
に
お
け
る
学
生
支
援
活
動
、教
育

研
究
活
動
等
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、「
上
越

教
育
大
学
基
金
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　　

ま
た
、平
成
30
年
１
月
か
ら「
修
学
支
援
事
業
基

金
」を
創
設
し
、寄
附
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
基
金
は
、学
生
の
修
学
支
援
事
業
へ
の
個
人
か

ら
の
寄
附
に
対
し
て
は
、従
来
の「
所
得
控
除
」に
比

べ
、減
税
効
果
の
大
き
い「
税
額
控
除
」が
適
用
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、個
人
の
寄
附
者
に
と
っ
て
有
利
と
な
る

も
の
で
す
。

　
「
上
越
教
育
大
学
基
金
」を
活
用
し
た
活
動
と
し
て

「
修
学
支
援
事
業
」の
他
、「
教
育
研
究
、地
域
貢
献
、国

際
交
流
等
の
各
種
事
業
」が
あ
り
ま
す
。な
お
、今
年

度
は「
創
立
40
周
年
記
念
事
業
募
金
」を
実
施
し
、多

く
の
方
々
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
後

は
、同
記
念
事
業
も
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

企
業
、団
体
、個
人
の
皆
様
か
ら
の
引
き
続
き
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
上
越
教
育
大
学
基
金
」へ
の

ご
寄
附
の
お
願
い

JUEN  2019  SPRING JUEN  2019  SPRING 1011



からの修了生

お問い合わせ先　上越教育大学大学院同窓会事務局　E-mail:dousoukai@juen.ac.jp

　前会⻑  井澤⽂夫様におかれましては、病気療養中のところ、平成30年９⽉18
⽇にご逝去されましたので、ここに謹んでお知らせいたします。
　井澤前会⻑におかれては、平成27年７⽉の会⻑就任から３年間にわたり、同窓
会組織と大学との連携強化、各支部の活動活性化に向けた支援の拡充や、在学
生、修了生に対する各種支援方策の充実などにご尽力いただきました。
　改めて、ご尽力に深く感謝し、ご冥福をお祈り申し上げます。

転居・転職・結婚等により個人情報の変更があった場合は、お知らせください。
詳細については、公式ホームページをご覧ください。

事務局からのお知らせ

修了生の住所等をお知らせください

井
い

澤
さ わ

 文
あ や

夫
お

  前会長
ご逝去のお知らせ

検 索上越教育大学　同窓会

　

平
成
30
年
７
月
に
開
催
さ
れ
た
上
越
教

育
大
学
大
学
院
同
窓
会
評
議
会
に
お
い
て
、

大
学
院
同
窓
会
長
に
選
任
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

上
越
教
育
大
学
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
優

れ
た
人
材
を
育
て
日
本
の
教
育
の
発
展
に
大

き
な
足
跡
を
残
し
て
き
ま
し
た
。
大
学
改
革

や
少
子
化
な
ど
大
学
を
取
り
巻
く
大
き
な
う

ね
り
の
中
、
こ
れ
か
ら
の
上
教
大
の
発
展
を

大
学
院
同
窓
会
が
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
微
力
な
私
に
と
っ

て
は
と
て
も
大
き
な
責
任
で
す
が
、
川
崎
学

長
を
は
じ
め
大
学
ご
当
局
の
皆
様
、
そ
し
て

何
よ
り
も
多
く
の
大
学
院
同
窓
生
の
皆
様
の

お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
誠
心
誠
意
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
30
年
度
に
上
越
教
育
大
学
は
創

立
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
人
で
言
え
ば
「
不

惑
」
の
40
歳
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
40
年
間
の

歳
月
は
、
大
学
関
係
者
、
学
生
・
院
生
、
地
域

の
皆
様
、
た
く
さ
ん
の
皆
様
の
ご
努
力
と
研
鑽

に
よ
っ
て
造
ら
れ
て
き
た
道
の
り
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
今
、
大
学
改
革
と
い
う
大

き
な
う
ね
り
の
中
で
、
上
越
教
育
大
学
も
専
門

職
学
位
課
程
の
充
実
な
ど
新
た
な
目
標
設
定

と
シ
ス
テ
ム
構
築
に
よ
る
改
革
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
改
革
の
流
れ
の
中
で
こ
そ
、「
教

育
者
と
し
て
の
使
命
感
・
人
間
愛
・
創
造
力
あ

ふ
れ
る
教
員
の
養
成
」
と
い
う
建
学
の
精
神
を

基
盤
と
し
て
、
新
た
な
上
越
教
育
大
学
の
道
を

切
り
開
い
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
何
よ
り
も
重
要

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
不
惑
」
と
は
「
自
己
を
確
立
し
何
事
に
も

惑
わ
さ
れ
な
い
」と
い
う
意
味
、さ
ら
に
は「
既

定
の
枠
組
み
に
捉
わ
れ
な
い
」
と
い
う
意
味

を
も
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
40
年
間
に
わ
た

っ
て
果
た
し
続
け
て
き
た
、「
教
育
界
に
優
れ

た
人
材
を
送
り
出
す
」
と
い
う
使
命
を
礎
に
、

新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
な

が
ら
大
学
改
革
に
取
り
組
む
。「
不
惑
」
の
年

で
あ
る
今
年
こ
そ
が
、
上
越
教
育
大
学
に
と

っ
て
素
晴
ら
し
い
節
目
の
年
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

上
越
教
育
大
学
大
学
院
同
窓
会

会
長  

高
橋  

雅
史

大
学
院
同
窓
会
長
就
任
の

ご
挨
拶

大 学 院 同 窓 会

大 学 院 同 窓 会

大 学 院 同 窓 会

大
学
院
同
窓
会

　

大
学
院
同
窓
会
も
現
役
大
学
院
在
学
生
へ

の
奨
学
金
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
、
大
学
院
及
び
大

学
院
同
窓
会
の
広
報
活
動
の
充
実
等
に
取
り

組
み
始
め
ま
し
た
。
こ
の
40
周
年
を
一
つ
の
機

会
と
し
て
、
上
越
教
育
大
学
と
の
連
携
を
よ
り

一
層
深
め
、
大
学
の
発
展
に
少
し
ず
つ
で
も
寄

与
し
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
は
同
窓
会
会
員
の
皆
様
お
一

人
お
一
人
の
「
大
学
愛
」
に
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
平
成
16
年
に
大
学
院
の
学
習
臨
床

コ
ー
ス
情
報
教
育
分
野
に
入
学
し
ま
し
た
。
入

学
し
て
驚
い
た
こ
と
は
、
現
職
教
員
の
学
生
が

ス
ト
レ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
よ
り
も
多
い
こ
と
で
し

た
。
自
分
は
教
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
は
い

ま
し
た
が
、
当
時
は
全
然
、
学
校
現
場
の
こ
と

が
分
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、
現
職
の
皆
さ
ん
と

２
年
間
、
一
緒
に
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
は
本
当
に
貴
重
な
経
験
で
し
た
。
特
に
自
分

の
研
究
に
つ
い
て
、
学
校
現
場
の
目
線
で
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
り
、
研
究
を
含
め
、
学

校
現
場
の
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
え
た
り

し
た
こ
と
は
、と
て
も
有
り
難
い
機
会
で
し
た
。

　

現
在
、
私
は
中
学
校
で
英
語
を
教
え
て
い
ま

す
。
中
堅
と
い
う
立
場
に
な
っ
た
今
、
自
分
が

力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
、
研
究
主
任
の
仕
事

で
す
。
新
学
習
指
導
要
領
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る

「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
を
目
指
し
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
中
心
に
据
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
開
発
を
学
校
の
研
究
主
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

当
校
は
平
成
30
年
度
か
ら
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
教

育
財
団
よ
り
、
２
年
間
の
特
別
研
究
の
指
定
を

受
け
、
活
動
助
成
金
と
大
学
教
授
に
よ
る
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
研
究
を
進
め
て

い
ま
す
。
今
回
、
ｉ
Ｐ
ａ
d
を
14
台
購
入
（
大

小
７
台
ず
つ
）し
、
授
業
や
校
外
学
習
に
お
い

て
、
生
徒
が
ペ
ア
活
動
や
グ
ル
ー
プ
活
動
な
ど

で
効
果
的
に
活
用
す
る
実
践
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
最
近
は
部
活
動
や
生
徒
会
活
動
な
ど
、

授
業
外
で
生
徒
が
自
主
的
に
活
用
す
る
機
会
が

増
え
て
き
ま
し
た
。

　

上
越
教
育
大
学
に
入
っ
て
良
か
っ
た
と
思
う

こ
と
は
、
今
で
も
当
時
の
経
験
が
生
か
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。
２
年
間
の
学
習
で
培
っ
た
知

識
や
、
同
じ
情
報
分
野
の
方
々
と
の
つ
な
が
り

が
、
本
当
に
助
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
十
数
年

経
っ
た
今
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
先
生
方
と
連
絡
を
取
り
、
関
わ
ら
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
同
じ
研
究
室

だ
っ
た
佐
藤
和
紀
先
生
（
現
在
、
常
葉
大
学
講

師
）
と
の
再
会
が
き
っ
か
け
で
、
研
究
フ
ィ
ー

ル
ド
に
戻
っ
て
学
会
や
研
究
会
で
実
践
発
表
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

修
了
後
も
こ
う
し
て
つ
な
が
っ
て
い
け
る

大
学
院
で
の
素
晴
ら
し
い
出
会
い
に
感
謝
し
、

今
後
も
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

山﨑 寛山
（やまざき のりたか）

新潟県長岡市出身。平成18 年
３月に学習臨床コース情報教
育分野修了後、柏崎市立第一
中学校非常勤講師を経て、新
採用で新潟市立山潟中学校に

着任。その後、上越市立清里中学校、糸魚川市立糸魚川中
学校勤務を経て、現在は三条市立大島中学校勤務。研究主
任、情報担当。免許は、英語（中高）、情報（高）、特支二
種。現在、上越教育大学学校教育実践研究センター研究員、
NHK ICT 研修ファシリテーター養成講座４期生、等。

大学院での
　素晴らしい出会い

大学院同窓会評議会で挨拶する高橋新会長
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学長室からMESSAGE  from  PRESIDENT

学長　川崎 直哉

　

本
学
の
学
部
を
卒
業
さ
れ
る
皆
さ
ん
、
大
学

院
を
修
了
さ
れ
る
皆
さ
ん
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
学
で
研
鑽
さ
れ
た
成
果
を
自

信
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
力
を
発
揮
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
皆

さ
ん
は
、
春
か
ら
学
校
現
場
で
教
壇
に
立
つ
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
人
間
を
相
手
に
す

る
「
教
育
と
い
う
活
動
」
で
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
教
師
が
最
も
大
き
な
影
響
力
を
持
ち
、
良

い
教
師
と
の
出
会
い
が
、
子
供
た
ち
の
未
来
を

大
き
く
左
右
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
い
つ
ま
で
も
子
供
た
ち
の
心
に
残
る

よ
う
な
思
い
や
り
の
あ
る
教
師
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
（
2
0
1
8
年
）
10
月
に
は
本
学

も
創
立
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
記
念
式
典
や

記
念
行
事
を
行
い
、
併
せ
て
記
念
の
募
金
活
動

も
行
い
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
募
金
を
基
に
今
後

10
年
間
、
奨
学
支
援
や
、
学
校
現
場
で
頑
張
っ

て
い
る
教
員
を
対
象
に
表
彰
す
る
、
本
学
初
代

学
長
名
を
冠
し
た
『
辰
野
千
壽
教
育
賞
』
な
ど

に
、
こ
れ
ら
の
ご
厚
志
を
使
わ
せ
て
頂
く
計
画

で
す
。
趣
旨
に
ご
賛
同
頂
き
ま
し
て
ご
寄
付
頂

い
た
同
窓
生
や
後
援
会
の
皆
様
、
大
学
関
係
者

及
び
企
業
の
皆
様
に
は
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
学
が
歩
ん
で
き
た
40
年
の
間
に
、
教
育
の

世
界
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
最
近
で
は

Society5.0

や
第
４
次
産
業
革
命
な
ど
と
言
わ

れ
、
I
C
T
や
A
I
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
科
学
技

術
の
進
歩
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
40
年
前
に
は
２
足
歩
行
ロ
ボ
ッ

ト
の
研
究
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
下
半
身
の

み
の
重
い
、
大
き
い
ロ
ボ
ッ
ト
が
平
面
を
歩
く

こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
し
た
。
そ
の
後
、

軽
い
パ
ワ
ー
の
あ
る
モ
ー
タ
や
容
量
の
大
き
い

バ
ッ
テ
リ
ー
、
各
種
セ
ン
サ
の
開
発
、
ロ
ボ
ッ

ト
の
上
半
身
の
重
要
性
の
認
識
、
高
性
能
の
小

型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
開
発
な
ど
に
よ
り
飛
躍
的

に
進
化
し
、
現
在
で
は
ジ
ャ
ン
プ
し
た
り
、
宙

返
り
す
る
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
型
ロ
ボ
ッ
ト
も
製

作
さ
れ
て
い
ま
す
。
2
0
5
0
年
に
ロ
ボ
ッ
ト

の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
人
間
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
優
勝
チ
ー
ム
と
対
戦
し
て
勝
利
す
る
と
い
う

『
ロ
ボ
カ
ッ
プ
』
の
話
も
ま
ん
ざ
ら
夢
で
も
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

科
学
技
術
の
進
歩
は
教
育
現
場
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ

ン
や
電
子
黒
板
は
既
に
導
入
さ
れ
て
い
ま
す

し
、
こ
れ
か
ら
は
そ
れ
ら
を
用
い
て
す
べ
て
の

子
供
た
ち
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
質
の
高
い

教
育
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
。
教
員
自
ら
が
学
び
続
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
子
供
た
ち
に
学
ぶ
楽
し
さ
・
喜

び
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
寄
居
浜
の
光
景
か
ら
「
海
は
荒
海 

向
こ
う
は
佐
渡
よ
」
の
歌
い
出
し
で
知
ら
れ
る

童
謡
『
砂
山
』
を
作
詞
し
た
北
原
白
秋
が
、
言

葉
の
大
切
さ
を
唱
っ
た
詩
『
ひ
と
つ
の
こ
と
ば
』

を
贈
り
ま
す
。
卒
業
、
修
了
し
て
社
会
に
羽
ば

た
く
皆
さ
ん
、
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

ひ
と
つ
の
こ
と
ば
で 

け
ん
か
し
て

ひ
と
つ
の
こ
と
ば
で 

な
か
な
お
り

ひ
と
つ
の
こ
と
ば
で 

頭
が
下
が
り

ひ
と
つ
の
こ
と
ば
で 

心
が
痛
む

ひ
と
つ
の
こ
と
ば
で 

楽
し
く
笑
い

ひ
と
つ
の
こ
と
ば
で 

泣
か
さ
れ
る

ひ
と
つ
の
こ
と
ば
は 

そ
れ
ぞ
れ
に

ひ
と
つ
の
心
を
持
っ
て
い
る

き
れ
い
な
こ
と
ば
は 

き
れ
い
な
心

や
さ
し
い
こ
と
ば
は 

や
さ
し
い
心

ひ
と
つ
の
こ
と
ば
を 

大
切
に

ひ
と
つ
の
こ
と
ば
を 

美
し
く
　

「羽ばたく皆さんへ」
退職退職教員から皆さんへ

50年後の世の中は

　私達は、小・中学校の教科書が無償でなかった最後

の学年です。50 年前。へーえ、そんな時代もあったのか。

　50 年後、へーえ、嘘と欺瞞が多いそんな時代もあっ

たのか、と言えるような世の中になることを念じます。

それを担うのは教育です。皆さんに期待。

思いつくままに

　五九豪雪の年に大学に赴任してから、豊かな四季（梅

も桜も同時に咲く春、蒸し暑い夏、短い秋、⻑いモノ

トーンの冬）のなかで 35年程過ごしてきました。この

間、教職員、学生の皆様にお世話になりました。あり

がとうございました。最近思うことは「大学こそ、知

の遊び（ゆとり）が必要」ということ。

今、教師に求められているもの

　それは教育の目的や意義を追求し続ける「教材研究

力 ｣、そして子供の心理のひだにも光を当て教育的価値

の実現を援助できる「教育実践力」。本学は、この二つ

の力を培うことができる素晴らしい学び舎です。ここ

で皆さんと共に送った十年余りの研鑽の⽇々は、私の

人生の宝です。皆さんのご健勝と本学のご発展を心よ

り願っております。

36年間お世話になりました

　昭和 58年に助手として赴任して以来、あっという間

に 36 年が経ってしまいました。楽しく過ごさせてもら

いましたが、「少年老い易く、学成り難し」の感があり

ます。お世話になった教職員の皆様に深謝し、本学の

益々のご発展をお祈りしております。

自然 ･ 生活教育学系

教授  伊
だ て

達 文
ふ み

治
は る

2008年9⽉、准教授として着
任。2011年10⽉、教授に就任。
専門は数学教育学。

自然 ･ 生活教育学系

教授  天
あ ま

野
の

 和
か ず

孝
た か

1983年4⽉、助手として着任。
講師、助教授を経て、2008年4
⽉、教授に就任。その後、副学⻑
を歴任。専門は古生物学。

自然 ･ 生活教育学系

教授  定
さ だ も と

本 嘉
よ し ろ う

郎

1984年5⽉、技官として着任。
助手、助教授を経て、2016年4
⽉、教授に就任。専門は物理学、
物理教育。

学校教育学系

教授  廣
ひ ろ

瀨
せ

 裕
ひ ろ か ず

一

2008年4⽉、教授として着任。
その後、副学⻑に就任。専門は
宗教教育、学校運営。
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